
バナナの輸送中の微生物劣化
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lから輸入果実の廃棄量はバナナ ･パインアップル類が最大で,ついでかんきつ類であ

って,その他果実は比較的問題にならない数量である｡そして輸入量,廃棄量ともにバナナ ･パ

インアップル類のうちパインアップルはバナナに比較して極めて少量で,その大部分がバナナに

よって占められている｡
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などによると述べている｡

を分離し,さらにエクア ドルのバナナの洗い水から 4

%)処理が軸腐病防除に

有効であると述べている｡

筆者らはこの低温輸送条件下における未熟軟質菜の原因として微生物が関与するi)のと推定し,
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実験材料のバナナは京都市場,京都芭蕉加工協同組合,京都青果 KK,大阪市場の方々の御厚

意により入手した｡また本実験は昭和4,4年度文部文部省試験研究費の補肋により行ったこと

を記して謝意を表する｡ 

ⅠⅠ 実験材料および方法
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実験材料のバナナは1 -1 年,京都市場,神戸埠頭などにおいて入手した台湾およびエク


ア ドル産の正常,炭そ病および未熟軟質果について調査した｡


実験は果実の各区分について生菌数の測定,分離菌の同定,接種試験,糖質およびビタミンC


の定量,などを実施 した｡


生菌数の測定は果皮,果肉別に生理食塩水を加えて磨枠し,その液を,予め準備 した麦芽寒天.


普通寒天,嫌気性菌用 GAM寒天および酵母汁寒天と混和し,2時間および4
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時間または72時間

0

分離菌の同定は各区の分離培養後検出菌をそれぞれ試験管培養し,胞子形成またはスライドカ

ルチャー後鏡検し同定した｡細菌類については好気性には普通寒天を,嫌気性には嫌気培養装置

～1 時間,1 ,20および3℃で培養し,集落数を測定した｡5
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を用いて GAM培地上で培養2時間または4時間以上のものについて同定した｡

接種試験は外観正常な緑色果実に前述の分離菌 ( 株)および研究室保存菌 lo株 :Al
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℃恒温重に保ち,7日

目および14日目にとり出して外観,軟化の有無,接種部を含めて果指を切断して果肉の異常の有

無について観察し,写真を撮影した｡

糖の定量はベルトラント法により,ビタミンCの測定はインドフェノール法 (還元型ビタミン 

C定量法 )によった｡ 

ⅠⅠⅠ 実験結果および考察 

1)生菌数の測定


各区果実における生菌数は T e2に示す通りである｡


を用いて各果指に 
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台湾産正常,エクア ドル産正常,未熟軟質,炭そ病栗について果皮および果肉別の生菌数 (g

当り)の測定結果から外観正常な台湾産皮部は果肉よりも生菌数が極めて多い傾向を示したo正

常な果肉については台湾産よりもむしろエクア ドル産の方が生菌数が多い傾向が認められた｡ま

た培地の種類により生菌数には相違を示し,酵母汁寒天が菌数が多く,ついで GAM嫌気性菌用

培地は麦芽寒天培地よりも多く,果皮,果肉内に嫌気的に生活している細菌が相当数存在すると

考えられるO普通寒天培地で軟質果は正常果より多くの生菌を認めたことは未熟軟質果の生因に

細菌が関与していると考えることができるかもしれをい.しかし台湾産正常果の皮部には生菌数

が極めて多いが,未熟軟質果を生じない事実から生菌数の多少が軟質果生成と直接の関連を認め

難い｡ 

2)分離微生物の同定

果実の各区分毎に試験管に分離培養後骨法に準じて観察した結果は Ta e3に示す通りである｡ 

03( 株 )および研究室保存leb

lb(

質果肉からは固有の微生物を明らかにできなかった｡ 

3)接種試験

未熟軟質果の起因菌を明らかにするために Ta 3にあげた分離菌 

lo株)を正常未熟果に接種した結果は Ta e4に示す通りである｡ 
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4)バナナ果実の輸送中の生化学的変化

各区果実について糖およびビタミンCの定量,pHの測定を行なった結果は Ta e5に示す通lb

mgtam(Vi
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ることから,昭和4 年,京都市中央市場,神戸埠頭において入手した材料について正常,莱

熟欽質,炭そ病などの果実の果皮,果肉別に生菌数.分離菌の同定,接種試鼠 糖,ビタミン C

の定量などを行い検討した｡ 

2)正常果の果皮,果肉にも汚染菌を認め,嫌気性菌も存在する｡未熟軟質果,炭そ病栗にt,

共通する微生物が認められるが未熟軟質栗から固有の微生物を明らかにすることはできなかった｡ 

3)接種試験の結果からも特定の原因菌を明らかにできなかった｡しかしながらバナナに変敗
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糖の含有量はその成熟の進んだものほど多く,ビタミン Cは未熟なものほど多いものと推定さ

れる｡未熟軟質果は糖分多く,ビタミン Cは少なく,低温輸送の条件下において,果皮は緑色を

留めたまま,果肉は成熟する経過をたどったものと考えられ,輸送中の実態は明らかでないか,

部分的にこのような未熟軟質果を生ずることは船倉内の物理 ･化学的条件の変化により徐々に成

熟し,正常な外観を示しながら既に果皮 ･果肉を汚染している各種微生物の作用をうけるものと

考察される｡ 

1)ェク7 ドル産バナナの未熟軟質果は低温輸送中の変質で微生物が関与していると推定され
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を生ずる菌の範囲は従来報告されているものよりも広範囲におよぶものと推定される｡ 

4)糖の含有量は熟果に多く,ビタミン Cは未熟果に多い｡未熟軟質果は糖が多く,ビタミン 

Cは少ないQ

以上の結果から低温輸送中のバナナのうち一部のものは温度条件などが変り,代謝に変化を生

じ,果肉が徐々に成熟し,これに非特定の汚染微生物が関与しているものではないかと推定され

る｡ 
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